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一
　
は
じ
め
に

　
『
万
葉
集
』
巻
二
・
一
六
一
番
歌
は
、
以
下
の
歌
で
あ
る
（
注
１
）。

　
　
　
（�

一
書
に
曰
く
、
天
皇
崩
り
ま
す
時
に
、
太
上
天
皇
の
製
ら
す
歌

二
首
）

　
　

向
南
山 

陳
雲
之 

青
雲
之 

星
離
去 

月
矣
離
而

　

当
該
歌
は
、
崩
御
さ
れ
た
天
武
天
皇
を
悼
む
持
統
天
皇
御
製
の
挽
歌
群

の
中
の
一
首
で
あ
り
、
近
年
の
注
釈
書
は
、「
北
山
に
た
な
び
く
雲
の
青

雲
の
星
離
れ
行
き
月
を
離
れ
て
」
と
い
う
訓
み
を
採
用
し
て
い
る
。
初
句

「
向
南
山
」
は
、「
南
を
向
く
山
」
と
し
て
、「
北
山
に
」
と
解
釈
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
、
つ
ま
り
、
北
山
に
た
な
び
く
青
雲
が
、
星
か
ら
離
れ
、
月

か
ら
も
離
れ
て
い
く
と
い
う
内
容
が
詠
ま
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、「
向
南
山
」
の
訓
み
で
あ
る
「
北
山
に
」
は
、
定
訓
と
は
言
え
ず
、

当
該
歌
は
難
訓
歌
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
ま
た
、
内
容
的
に
も
、
難
解

な
歌
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、当
該
歌
の
中
の
第
二
句
、「
陳
雲
」
に
注
目
す
る
。
そ
し
て
、

平
安
時
代
の
万
葉
集
古
写
本
で
あ
る
金
沢
本
万
葉
集
を
再
検
討
し
、「
陳

雲
」
が
「
凍
雲
」
と
も
読
み
得
る
こ
と
を
提
起
し
た
い
。
さ
ら
に
、
歌
表

現
と
し
て
の
「
凍
雲
」
を
、
漢
籍
等
か
ら
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た

な
「
読
み
」
を
試
み
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
　
二
　 

金
沢
本
万
葉
集
「
陳
雲
」
の
表
記

　

当
該
歌
の
第
二
句
「
陳
雲
」
に
つ
い
て
、『
校
本
萬
葉
集
』
に
よ
る
と
、

金
沢
本
・
類
聚
古
集
・
古
葉
略
類
聚
鈔
・
紀
州
本
・
西
本
願
寺
本
・
大
矢

本
・
京
都
大
学
本
・
広
瀬
本
・
陽
明
本
は
「
陳
雲
」
と
あ
り
、
神
宮
文
庫

本
・
寛
永
版
本
は「
陣
雲
」と
あ
る
（
注
２
）。
こ
の「
陳
」と「
陣
」に
つ
い
て
、

小
島
憲
之
は
、
い
ず
れ
も
相
通
じ
た
、
同
義
の
文
字
で
あ
る
と
指
摘
し
て

森　

 

ほ 

の 

か

『
万
葉
集
』
巻
二
・
一
六
一
番
歌
「
陳
雲
」
に
つ
い
て
の
考
察

　
　

―
金
沢
本
万
葉
集
の
検
討
―



二

　

さ
ら
に
死
者
の
魂
が
雲
に
よ
っ
て
運
ば
れ
る
描
写
は
、
古
代
中
国
の
神

仙
思
想
に
も
見
ら
れ
る
。『
荘
子
』「
天
地
篇
」
に
は
「
千
歳
の
後
、
現
世

を
厭
え
ば
や
が
て
天
に
上
り
、
か
の
白
雲
に
乗
じ
て
上
帝
の
在
す
處
に
往

く
な
ら
ば
」（
注
６
）
と
あ
り
、
魂
が
雲
に
乗
り
、
天
界
へ
と
上
昇
す
る
様
子

が
見
え
る
。
道
教
で
は
、
死
者
の
魂
は
、
修
行
を
積
ん
だ
後
に
仙
人
に
な

る
と
さ
れ
、
仙
人
は
雲
に
乗
っ
て
移
動
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
天
武

天
皇
の
諡
号
「
天
渟
中
原
瀛
真
人
天
皇
」
に
は
道
教
の
神
仙
思
想
が
み
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
天
武
天
皇
の
魂
が
雲
に
乗
り
、「
向
南
山
」
へ
と
た
な

び
い
て
い
る
、
と
解
釈
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

天
武
天
皇
の
象
徴
と
い
え
る
「
陳
雲
」
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
金
沢
本

に
お
い
て
は
、「
凍
雲
」の
表
記
の
可
能
性
を
提
起
し
た
い
。
金
沢
本
と
は
、

平
安
時
代
後
期
、
十
二
世
紀
前
半
書
写
の
伝
本
で
あ
り
、
藤
原
定
信
筆
と

さ
れ
る
、
粘
葉
装
の
冊
子
本
で
あ
る
。
巻
二
の
大
部
分
と
、
巻
三
・
四
・
六

の
断
簡
が
残
存
し
て
お
り
、
当
該
歌
に
お
け
る
最
古
の
写
本
で
あ
る
。
金

沢
本
は
、
非
仙
覚
本
系
統
の
平
仮
名
別
提
訓
の
形
式
で
あ
る
が
、
当
該
歌

一
六
一
番
歌
に
は
訓
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。

　

金
沢
本
に
は
、「
陳
雲
」
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

本
稿
に
お
い
て
は
、
日
本
古
典
文
学
会
『
御
物
金
澤
本
万
葉
集
』
に
拠
る

も
の
と
す
る
（
注
７
）。
ま
た
、
万
葉
集
校
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
委
員
会
編

「
万
葉
集
校
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
も
参
照
と
し
た
（
注
８
）。

い
る
（
注
３
）。
ま
た
、「
陳
雲
之
」
は
、「
タ
ナ
ビ
ク
ク
モ
ノ
」
と
訓
ま
れ
る

こ
と
が
多
く
、「
雲
が
横
に
長
く
、
広
が
り
漂
っ
て
い
る
様
子
」
と
解
釈

さ
れ
て
い
る
。『
漢
語
辞
典
』
で
は
「
陳
（
陣
）
雲
」
は
、「
浓
重
厚
积
形

似
战
阵
的
云
。
古
人
以
为
战
争
之
兆
」（
注
４
）と
あ
る
。
古
代
の
人
々
は「
陳

雲
」
を
、
戦
争
の
予
兆
と
捉
え
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　

平
舘
英
子
は
、「
陳
雲
」
が
詠
ま
れ
る
背
景
に
つ
い
て
、「
陳
雲
」
が
戦

況
を
占
う
雲
で
あ
り
、
さ
ら
に
瑞
祥
や
苦
難
の
要
素
が
あ
る
と
し
た
う
え

で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

�

一
六
一
番
歌
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
質
を
有
す
る
「
陳
雲
」、
す
な

わ
ち
「
陣
雲
」
が
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
題
詞
に
太
上
天
皇

と
記
さ
れ
る
持
統
天
皇
に
と
っ
て
、
壬
申
の
乱
に
お
け
る
天
武
天
皇

の
雲
の
占
い
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
な
い
か
と
い
う

推
測
が
働
く
。（
中
略
）
持
統
天
皇
が
、天
武
天
皇
挽
歌
に
「
陳
（
陣
）

雲
」
を
詠
む
背
後
に
は
、
天
文
へ
の
知
識
と
壬
申
の
乱
へ
の
想
起
が

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。（
注
５
）

　
『
日
本
書
紀
』
に
は
、
壬
申
の
乱
の
際
、
天
武
天
皇
が
黒
雲
を
占
い
、

戦
に
勝
利
す
る
と
予
見
し
た
こ
と
で
、
吉
野
か
ら
挙
兵
し
た
様
子
が
描
か

れ
て
い
る
（
壬
申
紀
）。
つ
ま
り
、
戦
雲
と
し
て
詠
ま
れ
る
「
陳
雲
」
を
、

壬
申
の
乱
で
天
武
天
皇
が
占
っ
た
黒
雲
と
重
ね
る
こ
と
で
、「
陳
雲
」
を

天
武
天
皇
の
象
徴
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。



三

　

図
１　

金
沢
本
「
陳
雲
」

　
『
校
本
萬
葉
集
』
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、従
来
こ
の
文
字
は
「
陳

雲
」
と
読
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
全
く
問
題
視
さ
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
一
字
目
は
、
一
見
し
た
だ
け
で
は
、「
陳
」
か
「
凍
」

か
を
断
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
金
沢
本
内
に
書
か

れ
る
阜
部
の
漢
字
を
列
挙
し
、
比
較
し
て
い
く
。

　

図
２　

金
沢
本
万
葉
集 

巻
二
阜
部
漢
字
一
覧



四

図
３
最
後
の
「
凝
」
に
近
似
し
て
い
る
。
や
は
り
図
１
「
陳
」
の
偏
は
、

二
画
で
書
か
れ
る
冫
部
と
捉
え
る
の
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
た

が
っ
て
、
金
沢
本
に
お
い
て
は
、
一
六
一
番
歌
の
「
陳
雲
」
は
、「
凍
雲
」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

　

な
お
、
図
４
の
よ
う
に
、
金
沢
本
巻
六
・
九
一
三
番
歌
に
、「
凍
」
の
筆

記
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
、
偏
・
旁
と
も
に
非
常
に
丁
寧
に
記
さ
れ
て

お
り
、「
凍
」
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
金
沢
本
に
お
い
て
は
、
す

べ
て
藤
原
定
信
の
筆
と
さ
れ
て
い
る
が
、
図
１
は
漢
字
が
崩
さ
れ
て
書
か

れ
て
い
る
た
め
、
図
４
を
も
っ
て
図
１
を
判
断
す
る
の
は
、
現
段
階
で
は

困
難
で
あ
ろ
う
。

　

図
４　

金
沢
本
「
凍
」

　

一
方
、
金
沢
本
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
多
数
の
誤
写
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
の
も
事
実
で
あ
る
。
小
川
靖
彦
は
、
金
沢
本
の
誤
写
に
つ
い
て
、
次
の

　

以
上
、
図
２
は
、
金
沢
本
巻
二
に
見
ら
れ
る
阜
部
漢
字
一
覧
で
あ
る
。

特
筆
す
べ
き
は
、
一
画
目
の
運
筆
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
右
上
に
向
か
っ

て
線
が
伸
び
て
い
る
。
対
し
て
図
１
「
陳
」
は
、
一
画
目
が
右
下
に
向
か

う
運
筆
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
図
２
の
文
字
は
す
べ
て
、
二
画
目
が
明
確
に

判
別
で
き
る
の
に
対
し
、
図
１
「
陳
」
は
、
阜
部
の
二
画
目
が
不
明
瞭
で

あ
る
。
比
較
す
る
と
、
図
１
「
陳
」
は
、
ほ
か
阜
部
漢
字
と
は
異
質
で
あ

る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。「
陳
雲
」
の
「
陳
」
の
み
、
偏
を
曖
昧
に
書
く

こ
と
は
考
え
難
い
。

　

ま
た
、
冫
部
漢
字
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
筆
記
が
見
ら
れ
る
。

　

図
３　

金
沢
本
万
葉
集
冫
部
漢
字
一
覧

　

図
１
「
陳
」
の
一
画
目
と
二
画
目
を
連
続
し
て
書
く
よ
う
な
運
筆
は
、



五

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
本
節
で
考
察
し
て
き
た

よ
う
に
、
巻
二
の
阜
部
漢
字
は
、「
陳
雲
」
の
「
陳
」
を
除
い
て
す
べ
て

偏
が
明
確
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、金
沢
本
の
「
陳
」
は
、

冫
部
の
「
凍
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
稿
に
お
い
て
は
、
当
該
歌
に
つ
い
て
、
金
沢
本
の
表
記
か
ら
抽
出
し

う
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、金
沢
本
の
表
記
を
「
凍
雲
」

と
考
え
た
場
合
で
も
、「
読
み
」
が
成
り
立
つ
の
か
ど
う
か
、「
陳
（
陣
）
雲
」

と
の
相
違
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、「
凍
雲
」
で
の
「
読
み
」
の
可
能
性
を

検
討
し
た
い
。

　
　
三
　 

「
凍
雲
」
と
し
て
の
「
読
み
」

　

前
節
で
は
、
一
六
一
番
歌
「
陳
雲
」
が
、
金
沢
本
に
お
い
て
「
凍
雲
」

と
書
か
れ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。「
陳
雲
」
に
は
戦
雲
と
し
て
の

要
素
、
天
文
遁
甲
の
意
味
合
い
も
含
ま
れ
て
い
る
一
方
、
も
し
金
沢
本
の

表
記
の
よ
う
に
「
凍
雲
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
「
読
み
」
が
可

能
で
あ
る
だ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
、金
沢
本
の
表
記
を
「
凍
雲
」
と
考
え
、

誤
写
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
は
留
意
し
つ
つ
、「
凍
雲
」
で
の
「
読
み
」

を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。

　
「
凍
」
は
『
説
文
解
字
』
字
注
に
「
凍
、仌
也
。
初
凝
曰
仌
。
仌
壯
曰
凍
」

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

�

金
沢
本
に
お
け
る
誤
写
の
多
発
は
、
平
安
時
代
の
萬
葉
集
古
写
本
が

漢
字
本
文
に
行
書
・
草
書
を
多
く
交
え
て
漢
字
の
書
と
し
て
の
美
を

追
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
く
ず
し
た
時
に
字
形

の
近
似
す
る
文
字
が
多
く
誤
認
さ
れ
て
い
る
。（
中
略
）
も
っ
と
も

漢
字
本
文
の
誤
写
は
、「
か
な
」
の
「
訓
」
の
誤
写
の
場
合
の
よ
う

に
空
間
構
成
を
考
慮
し
て
の
結
果
と
い
う
よ
り
は
、
速
度
感
を
重
視

し
た
運
筆
に
よ
る
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
で
あ
る
。（
注
９
）

　

金
沢
本
の
筆
者
と
さ
れ
る
藤
原
定
信
は
、
運
筆
で
は
全
体
の
流
れ
の
美

し
さ
や
速
度
感
を
重
視
し
て
お
り
、
漢
字
の
誤
写
は
そ
の
速
度
感
の
重
視

に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
小
川
は
、「
金
沢
本

の
み
に
見
え
る
本
文
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
そ
れ
が
正
し
い
場
合
に
は

依
拠
す
べ
き
で
あ
る
が
、
正
誤
の
判
断
を
迷
う
場
合
に
は
慎
重
を
期
す
べ

き
で
あ
る
」と
留
意
を
促
し
て
い
る
。
確
か
に
、定
信
が
祖
本
に「
陳（
陣
）」

と
書
い
て
あ
る
の
を
、「
凍
」
と
誤
写
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

そ
の
場
合
、
定
信
は
、「
凍
」
と
書
い
て
あ
る
と
思
い
、
そ
の
ま
ま
写
し

た
可
能
性
や
、「
陳
（
陣
）」
と
書
い
て
あ
る
と
思
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

写
し
間
違
え
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、『
校
本
萬
葉
集
』
で

は
金
沢
本
の
表
記
を
「
陳
」
と
し
、
そ
れ
に
全
く
疑
問
が
も
た
れ
て
い
な

い
現
状
に
お
い
て
は
、「
凍
」
と
書
か
れ
て
い
る
可
能
性
を
再
検
討
す
る



六

れ
よ
う
。（
注
16
）

　

こ
の
よ
う
に
、
死
者
の
魂
が
自
分
の
も
と
か
ら
離
れ
る
よ
う
な
当
該
歌

に
お
け
る
表
現
は
、
死
者
の
復
活
を
願
う
葬
礼
儀
式
で
あ
る
殯
の
最
中
よ

り
は
、
殯
後
の
埋
葬
時
で
あ
る
と
考
え
る
ほ
う
が
妥
当
と
い
え
る
。

　

陰
暦
の
一
一
月
は
、
現
在
の
一
二
月
頃
に
あ
た
る
た
め
、
ま
さ
し
く
厳

冬
で
あ
る
。
時
期
と
し
て
は
、「
凍
雲
」
が
詠
ま
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
る

だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
古
代
中
国
で
は
一
一
月
（
仲
冬
）
は
、
陰
陽
の
あ
ら

た
な
生
成
と
調
和
を
慎
重
に
持
つ
べ
き
画
期
の
月
と
い
わ
れ
て
い
た
と
さ

れ
（
注
17
）、
道
教
で
非
常
に
重
要
と
さ
れ
る
「
冬
至
」
の
月
で
も
あ
る
。
つ

ま
り
、
当
該
歌
が
大
内
陵
埋
葬
時
の
六
八
八
年
一
一
月
一
一
日
（
注
18
）
に

詠
わ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、「
凍
雲
」
と
詠
わ
れ
た
可
能
性
も
十
分
に
指

摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

陰
雲
と
は
「
暗
く
曇
っ
た
天
気
の
雲
、
沈
鬱
で
不
快
な
色
の
雲
」（
注
19
）

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
黒
雲
で
あ
る
。
時
代
は
下
る
の
で
あ
る
が
、
明
の
何

轉
書
「
元
夕
夢
鳳
城
何
旦
符
」
に
は
、「
朔
气
冻
云
黒
」（
注
20
）
と
詠
わ
れ

て
お
り
、「
凍
雲
」が
黒
色
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
黒
雲
と
い
え
ば
、

天
武
天
皇
が
壬
申
の
乱
で
戦
況
を
占
っ
た
雲
と
結
び
つ
く
。
壬
申
の
乱
で

天
武
天
皇
を
勝
利
に
導
く
契
機
と
な
っ
た
も
の
こ
そ
、
ま
さ
に
黒
雲
で
あ

り
、
天
武
天
皇
を
象
徴
づ
け
る
も
の
と
し
て
は
極
め
て
重
要
な
要
素
で
あ

る
。

（
注
10
）
と
あ
る
。『
礼
記
』「
月
令
」
に
は
、「
孟
冬
之
月
（
中
略
）
水
始
冰
、

地
始
凍
」（
注
11
）
と
あ
り
、「
凍
」
と
は
、「
も
の
が
冷
え
て
固
ま
る
様
子
」

を
指
す
。
ま
た
、『
文
子
』「
上
仁
」
に
は
、「
百
姓
凍
寒
、
宮
室
衣
綺
繡
」

（
注
12
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、「
寒
気
を
感
受
す
る
」
意
も
含
ん
で
い
る
こ
と

が
理
解
で
き
る
。

　
『
漢
語
辞
典
』
で
は
、「
凍
雲
」
は
「
严
冬
的
阴
云
」、
つ
ま
り
「
厳
冬

の
陰
雲
」
と
説
明
し
て
い
る
（
注
13
）。「
凍
雲
」
が
詠
ま
れ
る
歌
に
は
、
唐

の
李
世
民
「
望
雪
」
に
「
凍
雲
宵
遍
嶺
、
素
雪
暁
凝
花
」（
注
14
）
が
あ
る
。

夜
に
は
厳
冬
の
陰
雲
が
山
脈
を
覆
い
、
明
け
方
に
は
至
る
所
に
雪
片
が
見

ら
れ
る
様
子
が
詠
わ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
唐
の
許
敬
宗「
遼
左
雪
中
登
楼
」

に
も
、「
凍
雲
連
海
色
、
枯
木
助
風
声
」（
注
15
）
と
、「
凍
雲
」
が
海
洋
の
よ

う
に
広
く
天
上
を
浮
か
ん
で
い
る
情
景
が
詠
ま
れ
て
い
る
。「
凍
れ
る
雲
」

の
字
の
如
く
、「
凍
雲
」
と
は
、
冬
季
に
詠
わ
れ
る
語
で
あ
る
。

　

天
武
天
皇
は
、
六
八
六
年
九
月
の
薨
去
後
、
約
二
年
二
か
月
後
の

六
八
八
年
一
一
月
に
、
大
内
陵
へ
と
埋
葬
さ
れ
る
。
当
該
歌
が
詠
ま
れ
た

時
期
と
し
て
、
烏
谷
知
子
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

�

埋
葬
と
い
う
区
切
り
が
つ
く
ま
で
は
、
死
者
の
魂
は
た
と
え
生
き
返

る
こ
と
は
な
く
て
も
こ
の
世
の
ど
こ
か
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
考
え

る
の
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
一
六
一
番
歌
は
大
内
陵
に

遺
骸
が
埋
葬
さ
れ
た
時
に
南
を
臨
ん
で
作
ら
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
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ま
た
、一
〇
三
番
歌
「
大
雪
」
の
語
に
つ
い
て
、『
詩
経
』
大
雅
「
信
南
山
」

の「
上
天
同
雲 

雨
雪
雰
雰
」の
毛
伝
に「
雰
雰
雪
貌
、豊
年
之
冬
必
有
積
雪
」

と
あ
り
、「
雪
を
豊
年
の
瑞
祥
と
す
る
中
国
思
想
を
踏
ま
え
て
い
る
の
だ

ろ
う
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
注
22
）。

　

天
武
天
皇
が
出
家
し
、
吉
野
へ
と
入
っ
た
の
が
、
六
七
一
年
の
十
月
で

あ
る
。
そ
の
約
半
年
後
に
壬
申
の
乱
が
勃
発
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
渡
辺

護
は
二
五
番
歌
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

�

天
智
紀
十
年
の
天
武
の
関
連
記
事
が
そ
の
冒
頭
に
「
冬
十
月
」
と
明

示
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
歌
に
と
っ
て
重
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
季
節

の
意
識
が
あ
る
限
り
、冬
の
吉
野
へ
と
向
う
天
武
を
包
む
雪
と
雨
は
、

序
詞
の
一
部
と
い
う
制
約
を
越
え
て
、
冷
え
び
え
と
実
感
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。（
中
略
）「
み
吉
野
」
そ
し
て
「
冬
十
月
」
の
雪
、
天
武

御
製
歌
に
お
い
て
そ
れ
ら
は
深
い
史
的
意
味
を
も
っ
て
受
け
取
ら
れ

た
に
違
い
な
い
。（
注
23
）

　

さ
ら
に
、「
天
武
の
雪
歌
に
瑞
兆
の
要
素
が
あ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
れ

は
時
代
の
勝
利
者
で
あ
っ
た
一
代
の
英
雄
、
天
武
天
皇
自
身
が
そ
れ
を
生

ん
だ
と
も
い
え
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
注
24
）。

　

こ
の
渡
辺
の
論
を
受
け
、
竹
嶋
麻
衣
は
、「
渡
辺
は
、
雪
を
『
天
武
天

皇
を
象
徴
す
る
も
の
』
と
捉
え
て
い
る
」
と
し
、「
天
武
朝
象
徴
の
雪
」

と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、「
陳
雲
」
が
担
っ
て
い
た
天
武
天
皇
の
象
徴
的
要
素
は
、「
凍

雲
」
に
も
同
様
に
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
「
凍
雲
」
が
、
天
武
天
皇
を
象

徴
す
る
論
拠
と
し
て
、
天
武
天
皇
と
「
雪
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
挙
げ

て
お
き
た
い
。

　

次
に
示
す
の
は
、集
中
に
お
け
る
天
武
天
皇
の
御
製
歌
の
一
部
で
あ
る
。

　
　

�

み
吉
野
の　

耳
我
の
嶺
に　

時
な
く
そ　

雪
は
降
り
け
る　

間
な
く

そ　

雨
は
降
り
け
る　

そ
の
雪
の　

時
な
き
が
ご
と　

そ
の
雨
の　

間
な
き
が
ご
と　

隈
も
落
ち
ず　

思
ひ
つ
つ
ぞ
来
る　

そ
の
山
道
を 

（
１
・
二
五
）

　
　

�

我
が
里
に　

大
雪
降
れ
り　

大
原
の　

古
り
に
し
里
に　

降
ら
ま
く

は
後　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
２
・
一
〇
三
）

　
　

�

我
が
岡
の　

竜
神
に
言
ひ
て　

降
ら
し
め
し　

雪
の
嶊
け
し　

そ
こ

に
散
り
け
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
２
・
一
〇
四
）

　

天
武
御
製
歌
は
「
雪
」
を
詠
じ
た
作
品
が
多
く
、
そ
れ
ら
は
漢
籍
の
影

響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
二
五
番
歌
は
、魏
の
武
帝
「
苦
寒
行
」（『
文
選
』

巻
二
七
）
の
「
蹊
谷
少
人
民 

雪
落
何
霏
霏
」
や
、『
詩
経
』
邶
風
「
北
風
」

の
「
北
風
其
喈
、
雨
雪
其
霏
」
が
典
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
注
21
）。
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李
世
民
「
望
雪
」

　
　

凍
雲
宵
遍
嶺
、
素
雪
曉
凝
華
。
入
牖
千
重
碎
、
迎
風
一
半
斜
。

　
　

不
妝
空
散
粉
、
無
樹
獨
飄
花
。
縈
空
慚
夕
照
、
破
彩
謝
晨
霞
。

　　

白
居
易
「
夜
招
晦
叔
」

　
　

�

庭
草
留
霜
池
結
冰
、
黃
昏
鐘
絕
凍
雲
凝
。

　
　

�

碧
氈
帳
上
正
飄
雪
、
紅
火
爐
前
初
炷
燈
。

　
　

高
調
秦
箏
一
兩
弄
、
小
花
蠻
榼
二
三
升
。

　
　

為
君
更
奏
湘
神
曲
、
夜
就
儂
來
能
不
能
。

　

曹
唐
「
小
遊
仙
詩
九
十
八
首 

六
五
」

　
　

水
滿
桑
田
白
日
沈
、
凍
雲
乾
霰
溼
重
陰
。

　
　

遼
東
歸
客
閒
相
過
、
因
話
堯
年
雪
更
深
。

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
凍
雲
」
な
ら
ば
、
持
統
天
皇
は
そ
こ
に
ど
の
よ

う
な
思
い
を
込
め
た
と
「
読
む
」
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
漢
籍
に
お

け
る
挽
歌
と
の
関
連
を
確
認
し
、
考
察
を
進
め
る
。

　

次
に
示
す
の
は
、
唐
の
宋
之
問
「
梁
宣
王
挽
詞
三
首
」
の
第
三
首
で
あ

る
（
注
27
）。

　
　

�
天
武
天
皇
が
雪
を
詠
じ
る
時
、
そ
れ
は
一
方
で
は
壬
申
の
乱
の
「
苦

難
の
雪
」
を
、
一
方
で
は
乱
後
の
「
喜
び
の
雪
」
を
意
味
す
る
。
時

代
を
経
て
、
歌
を
享
受
し
た
者
た
ち
は
、
吉
野
の
雪
と
飛
鳥
の
雪
を

重
ね
て
、「
雪
」
と
い
う
も
の
に
天
武
天
皇
の
生
き
様
が
集
約
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。（
注
25
）

　

以
上
、
こ
れ
ら
の
考
察
を
踏
ま
え
て
一
六
一
番
歌
を
捉
え
る
と
、
冬
と

い
う
季
節
を
意
識
さ
せ
、
天
武
天
皇
の
象
徴
と
も
い
え
る
「
雪
」
を
連
想

さ
せ
る
「
凍
雲
」
が
、「
向
南
山
」
へ
と
向
か
う
情
景
が
詠
わ
れ
て
い
る
、

と
解
釈
で
き
よ
う
。
寒
さ
の
厳
し
い
冬
の
十
月
、
雨
雪
が
絶
え
間
な
く
降

り
続
け
る
中
、思
い
を
抱
き
な
が
ら
吉
野
へ
の
道
を
辿
っ
た
天
武
天
皇
は
、

そ
の
半
年
後
に
吉
野
で
旗
揚
げ
を
し
、
壬
申
の
乱
に
て
勝
利
を
収
め
る
。

つ
ま
り
、「
吉
野
へ
隠
遁
す
る
際
の
苦
難
の
雪
」
が
、
後
の
「
英
雄
と
し

て
の
天
武
天
皇
」
や
「
天
武
朝
の
治
世
」
を
形
成
す
る
基
盤
に
あ
っ
た
と
、

受
容
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
ろ
う
。
苦
難
を
乗
り
越
え
、
時
代
の

勝
利
者
と
な
っ
た
天
武
天
皇
の
雄
姿
が
「
雪
」
に
象
徴
さ
れ
る
こ
と
で
、

そ
の
「
雪
」
を
想
起
さ
せ
る
「
凍
雲
」
は
、
一
六
一
番
歌
に
お
け
る
「
読

み
」
と
し
て
も
、
成
立
し
得
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、「
凍
雲
」
と
「
雪
」
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
、
漢

籍
に
複
数
の
用
例
が
確
認
で
き
る
（
注
26
）。
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い
と
い
う
、持
統
天
皇
の
痛
切
な
心
境
を
窺
わ
せ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、

「
凍
雲
」
を
天
武
天
皇
の
象
徴
で
あ
る
と
捉
え
る
と
、「
凍
雲
」
は
、
単
に

「
雪
を
含
む
雲
」
と
し
て
の
み
で
な
く
、「
雲
の
滞
留
を
願
う
語
」
と
し
て

も
、
作
意
が
含
有
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
約
二

年
二
か
月
の
天
武
天
皇
の
殯
宮
期
間
の
長
さ
も
容
易
に
意
識
さ
れ
る
だ
ろ

う
。「
凍
雲
」
の
語
に
よ
り
、
持
統
天
皇
の
、
天
武
天
皇
と
の
離
愁
が
認

識
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

一
六
一
番
歌
で
は
、そ
の
後
は「
青
雲
之 

星
離
去 

月
牟
離
而
」と
続
く
。

雲
が
留
ま
っ
て
い
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
と
は
反
対
に
、
雲
は
星
や
月
か

ら
も
離
れ
、
遠
ざ
か
っ
て
い
く
様
子
が
詠
わ
れ
て
い
る
。「
星
離
去 

月
牟

離
而
」
と
、「
離
」
を
繰
り
返
し
詠
歌
す
る
こ
と
で
、
持
統
天
皇
の
願
い

と
現
実
の
差
異
が
切
々
と
実
感
さ
れ
る
。「
凍
雲
」、
す
な
わ
ち
天
武
天
皇

の
魂
は
、
星
や
月
か
ら
も
離
れ
て
、「
向
南
山
」
へ
と
向
か
っ
て
行
く
の

で
あ
る
（
注
29
）。

　
　
四
　
お
わ
り
に

　

以
上
、「
陳
雲
」
を
「
凍
雲
」
と
捉
え
る
考
察
を
行
っ
た
。
主
に
二
つ

の
視
点
か
ら
論
拠
を
挙
げ
、
そ
の
可
能
性
を
考
察
し
た
。

　

一
点
は
、
写
本
の
筆
跡
で
あ
る
。
万
葉
集
巻
二
最
古
の
写
本
と
さ
れ
て

　
　

貴
藩
堯
母
族
、
外
戚
漢
家
親
。
業
重
興
王
際
、
功
高
復
辟
辰
。

　
　

愛
賢
唯
報
國
、
樂
善
不
防
身
。
今
日
衣
冠
送
、
空
傷
置
醴
人
。

　
　

金
精
何
日
閉
、
玉
匣
此
時
開
。
東
望
連
吾
子
、
南
瞻
近
帝
臺
。

　
　

地
形
龜
食
報
、
墳
土
燕
銜
來
。
可
歎
虞
歌
夕
、
紛
紛
騎
吹
回
。

　
　

像
設
千
年
在
、
平
生
萬
事
違
。
綵
旌
翻
葆
吹
、
圭
翣
奠
靈
衣
。

　
　

壟
日
寒
無
影
、
郊
雲
凍
不
飛
。
君
王
留
此
地
、
駟
馬
欲
何
歸
。

　

引
用
し
た
第
三
首
は
、
梁
宣
王
で
あ
る
武
三
思
の
埋
葬
場
面
が
詠
わ
れ

て
お
り
、
死
者
へ
の
離
れ
難
さ
や
悲
し
み
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
当
挽
詞

の
典
拠
と
し
て
は
、
駱
賓
王
「
樂
大
夫
挽
詞
五
首
」
の
「
返
照
寒
無
影
、

窮
泉
凍
不
流
。
居
然
同
物
化
、
何
處
欲
藏
舟
」
が
挙
げ
ら
れ
る
（
注
28
）。
中

で
も
特
記
し
た
い
の
は
、「
雲
凍
」
の
表
記
で
あ
る
。
一
六
一
番
歌
の
「
陳

雲
」
を
「
凍
雲
」
と
考
え
る
と
、
そ
の
表
現
に
類
似
が
み
ら
れ
る
。
挽
歌

に
お
い
て
、
こ
う
し
た
「
雲
凍
（
凍
雲
）」
の
表
現
が
共
通
し
て
見
ら
れ

る
こ
と
は
、
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
六
一
番
歌
に
お
い

て
、
雲
が
凍
る
ほ
ど
の
寒
さ
は
、
天
武
天
皇
を
喪
っ
た
哀
惜
や
孤
独
感
を

強
調
さ
せ
よ
う
。
さ
ら
に
、
凍
て
つ
い
た
よ
う
に
動
か
な
い
雲
を
詠
う
こ

と
で
、
自
分
の
許
か
ら
雲
が
行
っ
て
ほ
し
く
な
い
、
留
ま
っ
て
い
て
ほ
し



一
〇

踏
ま
え
る
こ
と
で
、「
凍
雲
」
に
は
、
雲
の
滞
留
を
願
う
と
い
っ
た
、
天

武
天
皇
と
の
別
離
を
惜
し
む
持
統
天
皇
の
悲
哀
な
心
情
も
見
出
さ
れ
た
。

凍
て
つ
い
た
よ
う
に
動
か
な
い
雲
、
と
詠
う
も
、
実
際
に
は
雲
は
星
か
ら

離
れ
、
月
か
ら
も
離
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
あ
え
て
「
離
」
の
文
字
を
重

ね
て
表
記
す
る
こ
と
で
、
持
統
天
皇
の
願
い
と
別
離
と
い
う
現
実
の
差
異

が
痛
切
に
強
調
さ
れ
る
。

　

以
上
に
よ
り
、
一
六
一
番
歌
に
お
け
る
「
陳
雲
」
は
、
金
沢
本
に
お
い

て
は
「
凍
雲
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
誤
写
の
可
能
性
は

否
定
で
き
な
い
が
、「
凍
雲
」
の
場
合
で
も
十
分
に
「
読
み
」
が
可
能
で

あ
る
こ
と
を
提
起
す
る
。

注
１�　

本
稿
に
お
け
る
『
万
葉
集
』
の
引
用
は
、
小
島
憲
之
・
木
下
正
俊
・

東
野
治
之
校
注
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集 

萬
葉
集
①
』（
小
学

館
・
一
九
九
四
年
）
に
拠
る
。

　

２�　

佐
佐
木
信
綱
等
編
『
校
本
萬
葉
集 

新
増
補
版
』
巻
第
一
・
巻

第
二
（
岩
波
書
店
・
一
九
七
九
年
）、
佐
竹
昭
広
等
編
『
校
本
萬

葉
集 

新
増
補
版
』
巻
第
十
一
（
岩
波
書
店
・
一
九
八
〇
年
）、
廣

瀬
捨
三
等
編
『
校
本
萬
葉
集 

新
増
補
版
』
別
冊
一
（
岩
波
書
店
・

一
九
九
四
年
）、「
万
葉
集
校
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」https://.w

w
w
.

m
anyou.gr.jp/SM

A
N
_1/ 

参
照
。

い
る
金
沢
本
に
は
、「
凍
雲
」
と
書
か
れ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
た

点
は
大
き
い
。
確
か
に
、
誤
写
も
複
数
確
認
さ
れ
て
い
る
写
本
で
は
あ
る

が
、
同
巻
の
同
部
首
漢
字
と
比
較
し
て
も
、
一
六
一
番
歌
「
陳
」
の
筆
記

は
明
ら
か
に
他
と
異
な
っ
て
お
り
、「
凍
雲
」
の
表
記
で
あ
る
可
能
性
は

再
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

も
う
一
点
は
、「
凍
雲
」
が
も
た
ら
す
歌
意
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
解
釈

さ
れ
て
き
た
「
陳
雲
」
は
、
漢
籍
で
は
「
戦
場
の
雲
」
と
し
て
の
意
味
合

い
が
強
く
、
そ
の
心
象
は
、
古
代
日
本
に
も
伝
来
し
て
い
る
と
考
え
る
。

し
か
し
、
平
舘
英
子
が
「
中
国
に
お
け
る
『
陳
（
陣
）
雲
』
の
表
現
に
は

複
数
の
雲
が
連
な
っ
て
行
く
様
子
は
見
え
な
か
っ
た
」（
注
30
）
と
述
べ
る
よ

う
に
、「
雲
が
連
な
っ
た
り
た
な
び
い
た
り
す
る
」
と
い
っ
た
意
味
で
、「
陳

（
陣
）
雲
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
は
、
再
考
の
余
地
が
あ
る
。

　

一
方
で「
凍
雲
」は
、道
教
及
び
陰
陽
思
想
で
重
要
な
一
一
月
を
象
徴
し
、

当
該
歌
が
天
武
天
皇
埋
葬
時
に
詠
わ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。ま
た
、

陰
雲
で
あ
る
「
凍
雲
」
を
詠
う
こ
と
で
、
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
壬

申
の
乱
の
黒
雲
を
想
起
し
得
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
天
武
天
皇
と
「
雪
」
に
は
、
双
方
に
、
史
的
に
深
い
関
連
が

見
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。「
雪
」
に
天
武
天
皇
の
影
を
見
出
す
こ
と

で
、そ
の
「
雪
」
を
含
む
雲
で
あ
る
「
凍
雲
」
に
も
、天
武
天
皇
を
想
起
し
、

偲
ぶ
こ
と
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
漢
籍
に
お
け
る
挽
歌
の
表
現
を



一
一

一
九
七
一
年
） 

　

12　

南
溟
校
『
文
子
』「
上
仁
」（
須
原
屋
伊
八
・
一
七
五
七
年
）

　

13　

漢
語
辞
典
「
凍
雲
」

　
　

�https://cd.hw
xnet.com

/view
/ooiem

am
dcdhhkfkk.htm

l（
閲

覧
日 

二
〇
二
二
年
五
月
一
三
日
）

　

14　

清
・
聖
祖 

御
定
『
全
唐
詩
』（
同
文
書
局
・
一
八
八
七
年
）

　

15　

古
詩
集
「
許
敬
宗
」

　
　

�https://w
w
w
.gushiji.cc/shangxi/325251_2.htm

l

（
閲
覧
日 

二
〇
二
二
年
五
月
一
四
日
）

　

16�　

烏
谷
知
子
「
持
統
天
皇
の
天
武
天
皇
挽
歌
―
第
一
六
〇
・
一
六
一

番
歌
の
背
景
―
」（『
学
苑
』
第
八
〇
七
号
・
昭
和
女
子
大
学
近
代
文

化
研
究
所
・
二
〇
〇
八
年
一
月
）

　

17��　

新
川
登
亀
男
『
道
教
を
め
ぐ
る
攻
防
』（
大
修
館
書
店
・

一
九
九
九
年
）

　

18��　

小
島
憲
之
・
直
木
孝
次
郎
・
西
宮
一
民
・
蔵
中
進
・
毛
利
正
守

校
注
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集 

日
本
書
紀
③
』（
小
学
館
・

一
九
九
八
年
）

　

19　

注
13
に
同
じ

　

20　

古
詩
文
網
「
何
轉
書
『
元
夕
夢
風
城
何
旦
符
』」

　
　

https://so.gushiw
en.cn/shiw

env_287428fc7565.aspx

　

３�　

小
島
憲
之
「
萬
葉
集
と
中
國
文
學
と
の
交
流
」（『
上
代
文
學
と
中

國
文
學 
中
―
出
典
論
を
中
心
と
す
る
比
較
文
學
的
考
察
―
』
塙
書

房
・
一
九
六
四
年
）

　

４　

漢
語
辞
典
「
陣
云
」

　
　

�https://cd.hw
xnet.com

/view
/hdggoghgbeadjkco.htm

l

（
閲

覧
日 

二
〇
二
二
年
五
月
一
三
日
）

　

５�　

平
舘
英
子「『
青
雲
』考
―
空
間
を
認
識
す
る
と
い
う
視
点
か
ら
―
」

（『
萬
葉
』
第
二
二
九
号
・
萬
葉
学
会
・
二
〇
二
〇
年
三
月
）

　

６�　

吉
田
義
成
訳
『
荘
子 

現
代
語
訳
』（
支
那
哲
学
叢
書
刊
行
会
・

一
九
二
六
年
）

　

７�　

日
本
古
典
文
学
会
『
御
物
金
澤
本
万
葉
集
』（
日
本
古
典
文
学
刊

行
会
・
一
九
七
三
年
）

　

８�　

万
葉
集
校
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
委
員
会
編
「
万
葉
集
校
本
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」https://.w
w
w
.m
anyou.gr.jp/SM

A
N
_1/

　

９�　

小
川
靖
彦
「『
書
物
』
と
し
て
の
萬
葉
集
古
写
本
―
新
し
い
本
文

研
究
に
向
け
て
（『
継
色
紙
』・
金
沢
本
萬
葉
集
を
通
じ
て
）
―
」（『
萬

葉
語
文
研
究
』
第
七
集
・
和
泉
書
院
・
二
〇
一
一
年
）

　

10�　

漢
典
「
凍
」https://w

w
w
.zdic.net/hans/%

E5%
87%
8D
 （

閲

覧
日 

二
〇
二
二
年
六
月
二
五
日
）

　

11�　

竹
内
照
夫『
新
釈
漢
文
大
系
』二
七
―
二
九
巻「
礼
記
」（
明
治
書
院
・



一
二

山
」と
記
さ
れ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
漢
籍
に
お
け
る「
南
山
」は
、

道
教
や
神
仙
思
想
に
お
い
て
重
要
な
場
所
で
あ
り
、
不
老
不
死
の
地

や
仙
人
の
棲
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、吉
野
に
つ
い
て
は
、『
懐
風
藻
』

に
紀
朝
臣
男
人
の
作
っ
た
「
扈
従
吉
野
宮
」
の
詩
が
あ
り
（
七
三
）、

吉
野
と
神
仙
思
想
が
結
び
つ
く
内
容
で
あ
る
と
と
も
に
、
吉
野
山
は

「
南
岳
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
吉
野
は
日
本
の
「
南
山
」

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　
　

�　

ま
た
、
金
沢
本
に
は
「
雲
向
南
山
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
最
初

の
「
雲
」
の
文
字
は
誤
写
と
も
捉
え
ら
れ
る
が
、「
雲
が
南
山
に
向

か
う
様
子
」が
記
さ
れ
て
い
る
と
も
理
解
で
き
る
。こ
の
場
合
の「
向
」

は
、
山
の
向
き
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
雲
の
動
き
が
向
か
う

先
は
南
山
で
あ
る
と
い
う
「
方
向
介
詞
」
と
し
て
作
用
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

30　

注
５
に
同
じ

（
も
り　

ほ
の
か
／
本
学
学
部
四
年
生
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

キ
ー
ワ
ー
ド=

金
沢
本
万
葉
集
・
天
武
天
皇
挽
歌
・
陳
雲

　
　
（
閲
覧
日 

二
〇
二
二
年
六
月
三
〇
日
）

　

21�　

坂
本
信
幸
「
天
武
天
皇
の
御
製
歌
」（『
セ
ミ
ナ
ー
万
葉
の
歌
人
と

作
品
』
第
一
巻
・
和
泉
書
院
・
一
九
九
九
年
）

　

22　

注
21
に
同
じ

　

23�　

渡
辺
護
「
雪
歌
の
一
系
譜
―
天
武
の
雪
と
人
麻
呂
の
雪
―
」（『
美

夫
君
志
』
第
四
五
号
・
美
夫
君
志
会
・
一
九
九
二
年
一
一
月
）

　

24　

注
23
に
同
じ

　

25�　

竹
嶋
麻
衣
「
雪
を
め
ぐ
る
相
聞
―
天
武
天
皇
と
藤
原
夫
人
の
贈
答

歌
の
位
置
付
け
―
」（『
熊
本
県
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』

第
一
号
・
熊
本
県
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
二
〇
〇
八
年
九
月
）

　

26　

注
14
に
同
じ

　

27　

注
14
に
同
じ

　

28　

注
14
に
同
じ

　

29�　
「
向
南
山
」
は
、「
キ
タ
ヤ
マ
」「
カ
ム
ナ
ミ
ヤ
マ
」「
カ
ム
ヤ
マ
」

等
の
訓
み
が
あ
り
、
未
だ
定
訓
は
な
い
が
、「
南
山
」
が
吉
野
山
を

指
す
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

�　

天
武
天
皇
と
吉
野
と
の
関
連
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、『
古

事
記
』
の
序
文
に
は
、
大
海
人
皇
子
（
天
武
天
皇
）
の
吉
野
入
り
に

つ
い
て
、「
南
の
山
に
蝉
の
ご
と
く
蛻
け
ま
し
き
」（『
新
編
日
本
古

典
文
学
全
集 

古
事
記
』
小
学
館
・
一
九
九
七
年
）
と
あ
り
、「
南
の


